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会員の広場

一会員の独言・二人言（？）

菊　地　勝　弘＊

　最近の「天気」は面白くないという意見を聞きます．

それは，現学会員の多くはr天気」購読者のA会員であ

り，その唯一の機関紙の「天気」の内容が，きまりきっ

た理事会報告や，国際会議の報告等があっても，内容は

窮屈で，読物的雰囲気を少なくしてきているからではな

いでしょうか．それもこれも，一時期の学会設立100周年

事業による減頁の措置がとられた結果だと思うのですが

それも各方面の努力によって正常に戻ったものと思われ

ます．ところが逆に，最近は頁の余白が随所に見受けら

れ，r埋草」的記事，文章を載せるといった努力が欠け

ているように見られます．年2回の大会に参加できない

会員の多い現状ですから，読物的要素，啓蒙にも力を入

れるべきではないかと思います．埋草的記事が間に合わ

ない時は，天気に関係したスケッチ（例えぽ古い測候所

の外観，山にかかる雲，雪の結晶，風神，雷神の画や写

真，等々）等も入れてみるのはいかがでしょうか．編集

委員なり会員に積極的に働きかけて，記事をプールして

おき，余白に応じて埋めるという具合に．天気僅諺に関

するその地方の解説等も，比較的年齢層の高い気象庁職

員なら沢山あると思うのですが．私は，r天気」にはこ

んな記事がどんどんあってもよいと思っています．他の

機関のPR紙ですがrPR．メテオ（日本気象協会だよ

り）」の最終頁に連載されているr歌謡歳時記」には何

時も感心しているのですが，このような記事は「天気」

にはぴったりと思うのですが，会員の皆様はいかがお考

えですか．特に地方の気象台や測候所に永くお勤めの学

会員の方，今まで温めていた天気に関係した記事，読

物，スケッチ等，思いきって投稿してみてはいかがでし

ょうか．臆劫な方はr天気」地区編集委員に御一報下さ

れぽお力添はでぎると思うのですが．

＊Katsuhiro　Kikuchi
　　　　　　　　　，

北海道大学理学部．
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